
第
一
回

労
使
協
議
会

２
０
１
４
年
１
０
月
１
日

午
前
１
０
時
半
よ
り
１
０

１
号
室
に
て
第
一
回
労
使
協
議
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。組

合
か
ら
は
菊
池
委
員
長
を
は
じ
め
、
執
行
部
７
名
、

経
営
側
か
ら
は
山
岡
執
行
役
員
、
仲
執
行
役
員
、
伊
藤
部

長
、
深
沢
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

伊
藤
部
長
よ
り
、
９
月
４
日
に
提
出
し
た
申
入
書
に
対

す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
経
）
＝
経
営
側

（
組
）
＝
組
合
側

１
、
「首
都
高
速
帰
路
料
金
会
社
負
担
」
に
つ
い
て
見
直
し
を

以
下
の
よ
う
に
行
う
事
。

①
「
首
都
高
速
帰
路
料
金
会
社
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
最

大
９
３
０
円
ま
で
を
会
社
負
担
と
す
る
事
。

(

経)

営
業
圏
内
ま
で
は
負
担
し
て
い
ま
す
。
何
故
、
突

然
９
３
０
円
負
担
な
の
で
す
か
？

(

組)

最
大
９
３
０
円
と
い
う
こ
と
で
す
。

夜
中
は
都
心
部
以
外
営
業
が
困
難
で
す
。
残
り
の
時

間
に
都
心
部
に
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
営
業
効
率
も

上
が
る
と
思
い
ま
す
。

(

経)

乗
務
員
全
員
が
都
心
部
で
営
業
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
高
速
料
金
を
会
社
負
担
に
す

る
こ
と
で
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
仕
事
を
し
、
帰
庫
遅
延

に
な
る
乗
務
員
が
増
え
る
の
で
は
？

(

組)

そ
れ
は
会
社
が
管
理
す
る
べ
き
こ
と
で
す
。

(

経)

営
業
圏
内
ま
で
は
負
担
し
て
い
る
の
で
、
最
大
９

３
０
円
会
社
負
担
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
圏
央
道
の
高
速
帰
路
料
金
は
会
社
負
担
と
す
る
こ
と
。

(

経)

ど
の
く
ら
い
利
用
が
あ
る
か
調
査
し
て
い
き
ま

す
。

２
、
１
２
月
か
ら
３
月
の
期
間
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を

４
輪
装
着
す
る
事
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
安
全
な
保

管
場
所
を
確
保
す
る
事
。

(

経)

保
管
場
所
は
確
保
し
て
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
も
４
輪
装
着
で
き
る
よ
う
に
徐
々
に
増
や

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
で
４
輪
装
着
す

る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(

組)

私
達
の
要
求
は
シ
ー
ズ
ン
で
の
４
輪
装
着
で
す
。

今
後
も
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

３
、
制
服
の
支
給
基
準
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
事
。

入
社
時
に
は
２
セ
ッ
ト(

上
着
、
ズ
ボ
ン
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク

タ
イ)

の
制
服
を
支
給
す
る
事
。
以
後
は
、
隔
年
毎
に

１
セ
ッ
ト
ず
つ
の
制
服
を
支
給
す
る
事
。

(

経)

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。
今
後
入
る
新
人
に

い
つ
か
ら
２
セ
ッ
ト
ず
つ
の
支
給
に
す
る
か

決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
、
駐
車
棟
の
照
明
設
備
の
更
新
計
画
、
駐
車
棟
・事

務
所
棟
の
諸
設
備
の
保
守
・更
新
計
画
の
明
示
。

（
経
）
駐
車
棟
の
照
明
に
つ
い
て
は
、
見
積
り
を

出

し
、
全
棟
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
予

算
の
関
係
上
、
半
分
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。

（
組
）
来
年
度
に
持
ち
越
さ
ず
、
一
気
に
取
り
替

え
て
下
さ
い
。

５
、
「２
０
１
５
年
度
出
番
表
」を
１
２
月
中
に
準
備
す

る
事
。

（経
）
今
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
組
）
今
年
は
Ｂ
出
番
に
金
曜
日
が
多
い
と
い
う

意
見
が
組
合
員
か
ら
出
ま
し
た
の
で
、
来
年

度
は
Ａ
出
番
が
１
２
月
に
金
曜
出
勤
が
多
く

な
る
よ
う
に
作
成
し
て
下
さ
い
。

（
経
）
考
慮
し
ま
す
。

６
、
年
始
に
は
例
年
通
り
「三
笠
山
」を
支
給
す
る
事
。

（経
）
「
三
笠
山
」
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
か
？

(

組
）
東
洋
交
通
で
長
年
続
け
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
乗
務
員
も

い
ま
す
。
「
三
笠
山
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

※

そ
の
他
に
、
９
月
５
日
、
６
日
に
行
わ
れ

た
明
番
集
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

●

「
谷
津
船
橋
」
の
帰
路
料
金
が
会
社
負
担
に

な
っ
て
い
な
い

（
経
）
何
度
も
日
交
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
申
し
入

れ
は
し
て
い
ま
す
。
乗
務
員
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
は
会
社
負
担
に
し
て
い
ま
す
が
、
過
去

の
利
用
を
調
べ
て
、
自
己
負
担
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
返
金
し
ま
す
。

●

風
呂
場
の
修
繕
に
つ
い
て

(

経)

只
今
、
工
事
中
で
す
。(

１
０
月
１
日
現

在)

●

「
障
害
者
割
引
」
に
つ
い
て
の
表
示
、
計
算
に

つ
い
て

(

経)

今
ま
で
の
表
示
に
戻
す
よ
う
に
申
し
入
れ

ま
し
た
が
、
日
交
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
側
か
ら
は
前

と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「障
害
者
割
引
」
は
計
算
し
て
営
業
収
入
に
は
入
っ

て
い
ま
す
。

●

無
線
配
車
・
ス
マ
ホ
配
車
に
つ
い
て

(

経)

「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
の
迎

車
を
空
転
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
契
約

し
た
時
の
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
回
送
表

示
で
向
か
っ
て
下
さ
い
と
い
う
指
示
に
つ
い

て
は
、
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
ャ
ー
の
間
違
っ
た
指

示
で
す
。
決
ま
り
で
は
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
無
線
配
車
の
距
離
や
待
ち
時
間
な

ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。

現
時
点
で
は
基
準
が
で
き
る
と
い
う
約
束
も
で

き
ま
せ
ん
。

近
く
に
車
が
い
な
け
れ
ば
遠
く
に
い
る
車
が

呼
ば
れ
ま
す
。
待
ち
時
間
に
お
い
て
も
、
無
線

室
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
足
り
な
い
為
、
今
増

や
し
て
い
る
状
況
で
す
。
一
人
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
１
ヶ
月
以
上
か
か
る
そ

う
で
す
。
現
状
は
色
々
と
申
し
入
れ
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
。

２
０
１
４
年
１
０
月
１
６
日
、
１
７
日
の
二
日

間
、
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
「
全
自
交
労

連
第
７
０
回
定
期
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
洋
交
通
か
ら
は
菊
池
執
行
委
員
長
、
福
島
書

記
長
、
河
西
執
行
委
員
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

初
日
は
１
年
間
の
活
動
報
告
・
闘
争
総
括
、
２

０
１
３
年
度
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
新
年
度
の
運
動
方
針
、
予
算

の
提
案
に
つ
い
て
の
質
疑
、
討
論
が
お
こ
な
わ

れ
、
挙
手
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
規
約

改
正
の
提
案
に
つ
い
て
は
無
記
名
投
票
を
行
い

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
は
、
重
要
な
公

共
交
通
を
日
々
現
場
で
担
い
な
が
ら
も
、
長
年

に
わ
た
り
長
時
間
労
働
と
低
賃
金
の
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
き
た
。
全
自
交
労
連
は
、
ハ
イ

タ
ク
産
業
が
安
全
・
安
心
と
と
も
に
利
用
者
に

信
頼
さ
れ
る
公
共
交
通
と
な
る
た
め
、
ハ
イ
タ

ク
労
働
者
の
労
働
条
件
の
確
立
と
、
社
会
的
地

位
の
向
上
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て
運
動
す
る

こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。
」
と
大
会
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
開
催
地
が
広
島
と
い
う
こ
と
で
、
来

年
原
爆
か
ら
７
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

『
核
も
戦
争
も
な
い
２
１
世
紀
を
求
め
る
特
別

決
議
』
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
参
加
さ
れ
た
代
議
員

の
方
々
は
原
発
再
稼
働
の
問
題
や
、
労
働
条
件

に
つ
い
て
悲
痛
な
叫
び
で
訴
え
て
い
ま
し
た
。

東
京
で
働
く
私
た
ち
が
政
治
の
中
心
で
運
動

を
し
、
地
方
の
仲
間
の
声
を
届
け
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
に
全
力
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
大
会
で
し

た
。来

年
の
定
期
大
会
は
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

第
七
〇
回

全
自
交
労
連
定
期
大
会

挨拶する

伊藤中央執行委員長


